
あけましておめでとうございます。年末年始はいかがお過ごしでした
でしょうか。新しい年を迎え、あり組で過ごす時間も残り３か月となりました。 
４月から心も体も成長したあり組の子どもたち。生活面では自分でやって

みようとする姿が見られたり、友だちとの関わりが増え、言葉や喃語で
気持ちを伝えようとしたり、様々な場面で成長を感じています。 
 先月のクリスマス礼拝・祝会では、パネルシアターでイエスさまの 
お誕生の話を聞き、知っているさんびかを歌ったり、お祈りをしたりして 
みんなでお祝いをしました。また、クリスマスまでを楽しみに待ちながら
アドベントカレンダーに毎日一人ずつ好きな飾りを選んでつけ、ツリーに
いっぱいの飾りに喜んだり、雪だるまのマラカスを歌に合わせて振ったり
して楽しみました。あり組サンタから絵本のプレゼントをもらい、大切に
抱えながら自分の鞄に入れ嬉しそうな姿も見られました。絵本や歌を
通してクリスマスの雰囲気を感じながら待ち望み、嬉しい気持ちで祝会の
時を過ごすことができました。 
１月はコマ遊びや凧揚げ、わらべうたや手遊びを通してお正月遊びを

楽しんだり、寒さに負けず園庭や散歩に行き冬の自然を感じていきたいと 
思います。 
 本年も神さまやたくさんの人に愛されながら、恵み豊かな一年と 
なりますように。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 

あけましておめでとうございます。年末年始はいかがお過ごしでした
でしょうか。新しい年を迎え、ひよこ組で過ごす時間も残り３か月となりました。 
着替えや戸外遊びの準備では、４・５月は保育者が手伝うことが多かった
ですが、今では帽子や靴を身に着けようとしたり、上着に自分で袖を
通そうとしたりする姿が増えてきました。自分でできた時の嬉しそうな
表情がなんとも微笑ましいです。子どもたちの“自分でやってみよう”
という気持ちを大切に、一つひとつ丁寧に関わりながら身についていく
ように過ごしていきたいと思います。 
先月のクリスマス礼拝・祝会では、パネルシアターでイエスさまのお誕生の

話を聞き、お祝いしました。知っているさんびかを歌うと、自然と身振りを
つけながら歌う姿がありました。また、保育者からのシルエットクイズ
では、影絵を見ながら「なにかなぁ？」と考えたり、「ツリー！」と、
言葉で表現したり、答えが当たると「やったぁ」と喜んでいました。子ども
たちと一緒に嬉しい気持ちでクリスマスを過ごすことができました。 
１月はカルタやコマ等この時期ならではの遊びを楽しみたいと思います。

外遊びが大好きな子どもたちと一緒に寒い中でも体を動かし、 
凧揚げや「おしくらまんじゅう」等のわらべうた遊びを通して、 
心も体も温まる時間を大切にしていきたいと思います。 
本年も神さまの愛に守られながら、楽しく過ごすことができます 

ように。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

あけましておめでとうございます。年末年始はいかがお過ごしでした
でしょうか。子どもたちからのお話を楽しみにしています。 
 寒さも厳しくなってきましたが、幼児園庭では三輪車やスクーター、
総合遊具、太鼓橋、砂遊びなど好きな遊びを思い思いに楽しんでいます。 
中でも、三輪車が人気です。「かして」「いいよ」「今つかってるから、
あとでかしてあげるね」と友だち同士のやりとりが増えてきています。 
使い終わったら、「〇〇ちゃん、つかっていいよ」「ありがとう」と貸し
借りする姿も見られ、相手を思いやる気持ちに成長を感じています。 
今月も鬼ごっこやしっぽとりなどを楽しみ、体をいっぱい動かしながら 
友だちや保育者と遊ぶ楽しさや面白さを感じ過ごしていきたいと思います。 
また、今月は大学グラウンドで凧揚げをしたり、友だちや保育者との 

やりとりを楽しみながらカルタをしたり、お正月遊びを思う存分楽しみたいと
思います。凧は好きな色の画用紙にパスで描いたバード(鳥型)凧を作ります。 
新しい年も神さまの愛に守られる中で、子どもたちがのびのびと楽しく 

元気に過ごしていくことができますように。今年もどうぞよろしくお願い 
いたします。 
【お知らせ】 
１月２０日(月)より、通園カバンの中に【コップ(コップ袋に入れて 

ください)】・【家庭連絡帳】を入れてお持ちください。登園時に 
お子さまと一緒に大きくなった喜びを感じながら準備してくださいね。 
コップは【昼食】【おやつ】の食後、ブクブクうがいに使用します。 

ちいさなたね【乳児おたより】  ２０２４年度  １月 

あり組・ひよこ組・りす組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

お家の方への 
クリスマスプレゼント 

制作で、透明ケースと画用紙、 
どんぐりと絵の具を使って表現遊びを 
楽しみました。（始めに、透明ケースの 
中に画用紙を敷き、絵の具をつけた 
どんぐりを入れておきます。） 
子どもが両手でケースを持って前後左右に 
傾けどんぐりを転がすと、画用紙の上に 
色がついていきます。転がるどんぐりを
見失い、ケースから落ちたと思い込んで
あちこち探すAちゃん。ふたをしたケースの 
外からどんぐりを取ろうと何度も手を 
握るBちゃんなど、かわいらしい姿が 
たくさん見られました。一人ひとり 

一生懸命作ったプレゼント、 
ぜひお家で楽しんで 

くださいね。 

１２月は、大学構内で 

リースやツリーをたくさん 

見つけ子どもたちとゆっくり 

散歩を楽しみました。 

日中は点灯していないツリーですが、 

「ピカピカなる？」「おおきいねぇ」と 

興味津々にのぞき込む子どもたちです。 

大学の森では、大きな木を見つけるたびに、 

「これ、ツリー？ピカピカになる？」と 

保育者に聞く姿にほっこりしました。 

これからも子どもたちの感性を 

大切にし、季節の移り変わりを 

一緒に感じていきたいと 

思います。 

クリスマスのクリブ 

(イエス・キリストの降誕 

場面を表す人形 )を見ていた  

Ａちゃん。 

「あ、赤ちゃんがお母さんから 

はなれてる。かわいそうだね。」  

そう言うとAちゃんは赤ちゃんイエス 

さまをマリアさんの傍までそっと  

動かしてあげていました。赤ちゃんの 

気持ちを考える優しい姿に 

ほっこりとあたたかい 

気持ちになりました。 

 


